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私
た
ち
の
生
活
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
水
洗
化
が
進
み
、
家
庭
排
水
を
川
へ
流
す
こ
と
も
少

な
く
な
り
快
適
な
生
活
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
下
水
道

事
業
に
、
町
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
「
当
別
町
下
水

道
事
業
運
営
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

事
業
の
円
滑
で
効
率
的
な
運
営
の
た
め
に
、
下
水
道
受
益

者
負
担
金
や
下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
運
営
に
関
す
る
こ

と
を
調
査
、
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

月
１
日
に
開
催
し
た
第
１
回
会
議
で
は
、
委
員
へ
の

１１
委
嘱
状
交
付
と
会
長
な
ど
の
選
出
、
下
水
道
事
業
の
概
要

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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「
当
別
町
協
働
の
指
針
策
定
検
討
委
員
会
」
の
第
４
回
会

議
を　

月　

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

１０

２１

　

会
議
で
は
、
町
行
政
に
多
様
な
住
民
意
見
を
反
映
す
る

た
め
の
手
法
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公

募
）、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
住
民
参
画
）

の
制
度
化
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。「
協
働
の
指
針
」
の
策
定
で
は
、
骨
子
（
案
）
に
対
し

て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
実
施
や
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
に
引
き
続
き
、
当
別
町
で
協
働
に
取
り
組

む
と
き
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
検
討
委
員
会
の
提
言
書
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
大
き
な
柱
と
し
て
盛
り
込
む
内
容
を
整
理
す
る

た
め
、
も
う
一
度
各
委
員
よ
り
提
案
を
受
け
、
次
回
委
員

会
で
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
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環
境
対
策
課
（�
2
3
―
2
5
0
3
）
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有
料
化
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
出
す
ご
み
の
量
に
応
じ
た
負
担
と
な

る
こ
と
、
減
量
に
努
力
さ
れ
て
い
る
人
の
努
力
が
報
わ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
費
用
負
担
の
公
平
化
に
も
つ
な

が
り
併
せ
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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有
料
化
に
は
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
減
量
化
と
併
せ
て
有
料
化
の
実
施
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
金
額
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
低
価
格
に
設
定

し
た
場
合
、
減
量
効
果
が
薄
れ
リ
バ
ウ
ン
ド
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
設
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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平
成　

年
度
の
ご
み
処
理
費
用
の
総
額
は
約
2
億
7

16

千
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
灰
な
ど
を
埋
立
て
る

最
終
処
分
場
の
建
設
費
も
膨
大
で
、
一
連
の
ご
み
処
理

施
設
の
延
命
の
た
め
に
も
減
量
が
必
要
で
す
。
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全
道
で
、
収
集
ご
み
・
粗
大
ご
み
な
ど
、
何
ら
か
の
家

庭
ご
み
を
有
料
化
し
て
い
る
の
は
１
６
０
市
町
村
あ
り

ま
す
。
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ご
み
の
資
源
化
な
ど
の
方
策
を
調
査
し
、
併
せ
て
家

庭
で
で
き
る
減
量
方
法
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
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戸
別
収
集
は
収
集
時
間
が
か
か
り
、
人
件
費
増
や
収

集
車
の
増
車
が
必
要
で
経
費
が
増
加
す
る
た
め
、
粗
大

ご
み
を
除
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
と
と
も
に
地
域
の
協
力
も
お
願

い
し
ま
す
。
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単
価
が
大
変
高
価
で
、
袋
の
経
費
は
皆
さ
ん
の
負
担

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
導
入
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
み
の
出
し
方
は
、
今
ま
で
の
分
別
方
法
と
変
わ
り

な
い
た
め
、
半
透
明
の
袋
の
採
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
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全
道
的
に
は　

リ
ッ
ト
ル
の
袋
で
1
枚　

円
と
い
う

40

80

市
町
村
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
他
市
町
村
の
設
定
も
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

��
�
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
に
よ
る
レ

ジ
袋
の
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

�
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
な
の
で
、
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）
を
推
進
し
た
方

が
良
い
と
思
う
。
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有
料
化
の
実
施
２
年
前
と
実
施
２
年
後
の
比
較
で
、

室
蘭
市
は　

％
、
留
萌
市
は　

％
程
度
減
量
し
て
い
ま

35

２０

す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
」
と
し
て
無
料
扱
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
」
は
、
基
本
的
に
は
地

域
な
ど
が
奉
仕
活
動
で
集
め
た
ご
み
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
取
り
扱
い
方
法
な
ど
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
中
で

整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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